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動
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よい会社をつくろう。よい経営者になろう。よい経営環境をつくろう。

月号

表紙の写真にスマホやタブレットをかざすと

ARアプリ「COCOAR２」のダウンロード方法は
P2をご覧ください

AR動画が見られます！



Message 福岡同友会へ

新たに３つの書籍が発刊されました。ご購入の際は事務局までご連絡下さい。

本書は、主に就業規則を初
めて作成する社員十人未
満の会社で活用されること
をめざし、（株）日本法令か
ら刊行され、中同協が監修
したものです。①決めるべ
き内容を知る、②社員とと
もに現状をチェックする、

第１章…「働く環境づくりの
ガイドライン」とは／第２章
…経営者の覚悟（経営姿
勢）／第３章…１０年後の
働く環境ビジョン ～社員と
語り合いながら／第４章…
現状確認～「働く環境分析
シート」の活用／第５章…
未来年表～10年ビジョンを
達成するための未来計画

全５冊シリーズを予定して
いる『共に育つ』の第2巻目。
梶谷俊介・中同協社員教育
委員長の問題提起「私たち
の経営に労使見解をいかす
ために」（2016人を生かす
経営全国交流会問題提起
より）、二宮厚美・神戸大学
名誉教授の「人格の発達と
労働の役割」（共に育つⅠよ

「働く環境づくりの手引き」 「簡単にできる就業規則のつくり方」 「新版 ： 共に育つ2
　働くことの意義と成長、
　労使見解と共育の関係を考える」

を定める／第６章…付加価値（生産性）向上計画～
働く環境づくりのための計画を定める／第７章…就
業規則の改正計画 ～人を生かす就業規則の本来的
あり方／第８章…組織的取り組み ～社員とともに見
直し、運用する

③「就業規則要件確認一覧表」を整理する、の三ス
テップで就業規則の作成を進める内容となってい
ます。　　

り加筆修正）を掲載。人間にとっての労働の意義、
そして労使見解を軸にした「共育」をどう考えるかを
学べる一冊。

A4判／40ページ／頒価1,000円 A5判／63ページ／頒価500円 A5判／63ページ／頒価500円

はみだし
レ ポ ート

今月の表紙

　日本を代表する建築家・黒川紀章氏が設計した
マンション。最上階には展望ルームがあります。
　地上103mで、ガラス張りの展望室からは門司
港レトロだけでなく、関門橋や対岸の下関、日本海
まで見渡すことができます。
　徐々に陽が沈み、空が赤く染まる夕景は非常に
美しく、そこから夜になればライトアップしたロマ
ンチックな景色に変わります。
　特に11月下旬からはイルミネーションで門司港
の街並みがロマンチックに輝きます。

撮影・文／ 富谷正弘（玄海支部）
　　　 　 株式会社ココスイメージ

門司港レトロハイマートと門司港

　
福
岡
同
友
会
で
共
同
求
人
委
員
会
の
副

委
員
長
を
務
め
る
田
上
恭
由
さ
ん
と
は
古
い

知
り
合
い
で
、
彼
が
ま
だ
経
済
誌
の
新
人
記

者
だ
っ
た
30
年
ほ
ど
前
、
私
が
勤
め
て
い
た
フ

リ
ー
ペ
ー
パ
ー
に
取
材
に
来
ら
れ
た
の
が
ご
縁

の
始
ま
り
で
す
。
当
時
、
彼
が
主
体
と
な
っ

て
立
ち
上
げ
た
異
業
種
交
流
会
で
い
ろ
い
ろ

な
方
と
お
酒
を
酌
み
交
わ
し
た
も
の
で
す
。

　
そ
の
後
、
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
、
こ
の
間
、
彼

は
we
b
の
会
社
を
立
ち
上
げ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
再
会
し
た
の
は
10
年
前
で
、
こ
れ
を
き
っ

か
け
に
私
は
同
友
会
に
入
っ
た
の
で
す
が
、
久
々

に
見
る
姿
は
仕
事
を
は
じ
め
社
外
勉
強
会
な

ど
す
べ
て
に
精
力
的
で
、
す
ご
い
な
ぁ
と
感
心

す
る
ば
か
り
。
や
が
て
就
く
こ
と
に
な
る
福

代表   間々田 正行 
九州の取材.com メニィデイズ

 （福博支部）

SCAN！！

表紙の写真に
スマホやタブレットをかざすと

AR動画が見れます！
❶ARアプリ「COCOAR２」を
スマホやタブレット端末にダウ
ンロード（無料）

❷「COCOAR２」を起動し、表
紙をスキャンし、読み込んでみま
しょう。認識すると自動でコンテ
ンツが流れます。

App Store

COCOAR2 検索
Google Play Store

博
支
部
の
支
部
長
も
立
派
に
務
め
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
姿
勢
は
変
わ
ら
ず
、
今
も
経
営
者
の

団
体
な
ど
に
6
つ
ほ
ど
参
加
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

専
門
分
野
の
セ
ミ
ナ
ー
が
あ
れ
ば
高
松
に
で
も

飛
ん
で
い
か
れ
、
最
新
の
知
識
吸
収
に
努
め
て

お
ら
れ
ま
す
。
根
底
に
は
同
社
が
受
注
し
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
効
果
を
上
げ
、
顧
客
に
よ
ろ

こ
ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
あ
る

ん
で
す
ね
。

　
現
在
は
求
人
の
サ
イ
ト
づ
く
り
に
力
を
入

れ
て
お
ら
れ
、
そ
ろ
そ
ろ
後
継
者
も
育
て
な

け
れ
ば
と
い
わ
れ
ま
す
。
確
か
に
後
継
者
づ

く
り
は
大
事
。
で
も
、
い
つ
ま
で
も
現
役
で
い

て
ね
と
い
う
気
持
ち
も
あ
る
な
ぁ
。

今月の自立型企業づくり

株式会社ワイコム・パブリッシングシステムズ

田上  恭由  氏
代表取締役

 （福博支部）

　一般社団法人福岡県中小企業家同友会におかれ

ましては、二千名を超える経営者の皆さまが、知識

と経験を活かして相互研鑽をされながら、地域経済

の発展に貢献されています。役員ならびに会員の皆

さまの積極的な活動、ご尽力に心から敬意を表します。

　さて、私ども商工中金は、「中小企業による、中

小企業のための金融機関」として、昭和11年に設立

され、現在、福岡県内に福岡支店、北九州支店、

株式会社商工組合中央金庫
福岡支店支店長

藤
ふじい

井  和
かずなり

成 氏

私が田上さんを
ご紹介します

久留米支店の3店舗を構え、営業しております。

　昨年10月に、中期経営計画「商工中金経営改革

プログラム」を策定し、中小企業専門金融機関とし

て景気変動に左右されない金融スタンス、中小企

業組合等を通じた面的な支援機能、国内外のネット

ワーク、短期資金を含めた幅広い金融機能、中立

性を活かしたコーディネーター機能など、当金庫なら

ではの特性を活かした「経営支援総合金融サービス

事業」を展開していくことを公表いたしました。

　具体的には、経営改善、事業再生や事業承継等

を必要としている中小企業の皆さまや、リスクの高い

事業に乗り出そうとしているものの課題に直面してい

る中小企業の皆さまに対して、課題解決に繋がる付

加価値の高いサービスの提供に重点的に取り組んで

おります。

　今後とも、福岡県経済の発展のため、皆さまから

信頼され、お役に立てるよう、職員一同、全力で努

力を続けてまいりますので、格別のお引き立てを賜わ

りますよう、よろしくお願い申し上げます。

同友会　３つの目的
よい会社をつくろう よい経営者になろう よい経営環境をつくろう

同友会は、ひろく会員の経験と
知識を交流して、企業の自主的
近代化と強じんな経営体質をつく
ることをめざします。

同友会は、中小企業家が自主的な努力に
よって、相互に資質を高め、知識を吸収し、
これからの経営者に要求される総合的な
能力を身につけることをめざします。

同友会は、他の中小企業団体とも提携して、中
小企業をとりまく社会・経済・政治的な環境を
改善し、中小企業の経営を守り安定させ、日
本経済の自主的・平和的な繁栄をめざします。
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我
が
国
で
は
、
2
0
1
0
年
6
月
18
日
に
、

中
小
企
業
憲
章
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

中
小
企
業
憲
章
と
は
、
日
本
の
経
済
・
社

会
・
文
化
及
び
国
民
生
活
に
お
け
る
中
小
企

業
（
自
営
業
を
含
む
）
の
役
割
を
高
く
評
価

し
、
豊
か
な
国
づ
く
り
の
柱
に
す
え
る
こ
と

を
国
民
の
共
通
の
認
識
と
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
中
小
企
業
憲
章
の
制
定
を
国
会
で
決

議
し
、
現
行
の
中
小
企
業
基
本
法
を
は
じ
め
、

諸
法
令
を
整
備
・
充
実
さ
せ
る
指
針
と
す
る

も
の
で
す
。

　

政
府
が
中
小
企
業
憲
章
を
閣
議
決
定
し
た

こ
と
に
よ
り
、
中
小
企
業
を
と
り
ま
く
経
営

環
境
を
改
善
し
た
り
、
改
革
で
き
る
可
能
性

が
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。
閣
議
決
定
は
政
府

が
国
民
に
約
束
す
る
も
の
で
あ
り
、
政
権
が

か
わ
っ
て
も
そ
の
理
念
・
方
針
は
継
承
さ
れ

る
も
の
で
す
。
私
た
ち
は
、
大
き
な
時
代
の

転
換
点
に
立
っ
て
い
ま
す
。
今
、
な
ぜ
日
本

に
中
小
企
業
憲
章
が
必
要
な
の
か
、
改
め
て

考
え
る
こ
と
は
、
憲
章
の
内
容
を
ど
の
よ
う

に
実
現
す
る
か
を
考
え
る
拠
り
所
と
な
り
ま

す
。

　

第
1
は
、
中
小
企
業
が
発
展
す
る
こ
と
が

な
ぜ
必
要
か
、
中
小
企
業
を
行
政
が
公
的
に

支
援
す
る
こ
と
や
中
小
企
業
を
国
民
的
に
応

援
す
る
こ
と
が
な
ぜ
必
要
か
、
な
ど
の
社
会

的
根
拠
、
合
理
的
根
拠
を
明
示
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

第
2
は
、
中
小
企
業
の
存
立
条
件
の
急
速

な
悪
化
を
く
い
止
め
、
国
民
経
済
の
健
全
な

発
展
を
図
る
た
め
に
は
、
中
小
企
業
の
存
立

基
盤
の
再
構
築
を
呼
び
か
け
る
こ
と
が
急
務

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

第
3
は
、
崩
壊
の
瀬
戸
際
に
あ
る
地
域
経

済
・
社
会
を
再
生
す
る
た
め
に
、
中
小
企
業

憲
章
や
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
と
い
う
地

域
振
興
・
活
性
化
の
共
通
認
識
を
持
ち
旗
印

を
立
て
る
こ
と
が
必
要
だ
か
ら
で
す
。

　

第
4
は
、
日
本
経
済
が
量
的
成
長
（
豊
か

さ
を
求
め
て
）
か
ら
質
的
成
長
（
幸
せ
を
求

め
て
）
の
時
代
の
転
換
期
に
あ
り
、
中
小
企

業
が
主
役
と
し
て
活
躍
で
き
る
舞
台
が
整
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
活
躍
の
た
め
の
シ
ナ
リ

オ
と
し
て
中
小
企
業
憲
章
の
存
在
が
不
可
欠

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
同
友
会
は
、
こ
れ
ま
で
経
営
指
針

づ
く
り
や
社
員
教
育
活
動
な
ど
企
業
づ
く
り

運
動
と
経
営
環
境
改
善
運
動
と
を
車
の
両
輪

と
し
て
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
な
か
か
ら
、

め
ざ
す
べ
き
中
小
企
業
像
や
日
本
経
済
の
あ

り
方
な
ど
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
、
次
の
よ

う
な
点
か
ら
、
中
小
企
業
憲
章
の
必
要
性
を

確
信
す
る
に
い
た
り
ま
し
た
。

　

第
1
に
、
同
友
会
は
め
ざ
す
べ
き
中
小
企

業
像
と
し
て
の
「
21
世
紀
型
中
小
企
業
づ
く

り
」（
注
1
）
や
あ
る
べ
き
日
本
経
済
の
方
向

な
ど
、
憲
章
の
目
標
と
な
る
内
容
の
議
論
を

重
ね
、
考
え
方
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
こ
と

で
す
。
同
友
会
で
は
経
営
指
針
づ
く
り
や

「
労
使
見
解
」
を
ベ
ー
ス
に
し
た
社
員
教
育
活

動
な
ど
強
じ
ん
な
体
質
の
企
業
づ
く
り
活
動

や
、
そ
の
原
動
力
と
な
る
経
営
者
の
自
己
革

新
の
推
進
、
中
小
企
業
の
経
営
努
力
が
報
わ

れ
る
経
営
環
境
改
善
活
動
を
、
同
友
会
の

「
3
つ
の
目
的
」
の
総
合
実
践
と
し
て
進
め
て

き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
国
民
の
理
解
と

共
感
を
得
る
実
践
を
積
み
上
げ
て
き
た
実
績

が
あ
り
ま
す
。

　

第
2
に
、
国
民
の
中
小
企
業
に
対
す
る
認

識
を
変
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

で
す
。
私
た
ち
は
、
同
友
会
の
取
り
組
み
の

中
で
「
大
企
業
信
仰
」
の
根
深
さ
を
痛
感
さ

せ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
共
同
求
人
活
動
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
活
動
等
を
通
し
て
、
教
育

者
や
学
生
、
父
母
の
中
小
企
業
に
対
す
る
正

確
な
見
方
と
信
頼
を
確
か
な
も
の
に
す
る
こ

と
の
必
要
性
を
強
く
認
識
し
て
き
ま
し
た
。

学
校
教
育
を
は
じ
め
と
す
る
国
民
の
中
小
企

業
に
対
す
る
意
識
の
変
革
を
促
す
働
き
か
け

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

第
3
に
、
福
岡
同
友
会
は
も
と
よ
り
、
各

地
同
友
会
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
産
官
学
連

携
等
の
新
し
い
仕
事
づ
く
り
や
地
域
づ
く
り

が
、
中
小
企
業
の
活
路
を
展
望
す
る
憲
章
の

内
容
を
実
践
で
示
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ

れ
ら
の
新
し
い
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
政

策
モ
デ
ル
が
同
友
会
運
動
の
中
か
ら
育
ち
つ

つ
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
憲
章
を
抽
象
的
な

言
葉
で
は
な
く
、
実
践
に
裏
付
け
ら
れ
た
先

行
事
例
を
示
し
な
が
ら
提
起
で
き
る
の
で
す
。

　

第
4
に
、
福
岡
同
友
会
か
ら
全
国
に
発
信

さ
れ
た
金
融
ア
セ
ス
メ
ン
ト
法
制
定
運
動

（
注
2
）
の
広
が
り
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
同

友
会
の
政
策
・
提
言
内
容
と
そ
の
実
現
を
め

ざ
す
運
動
が
、
国
民
的
運
動
へ
と
発
展
し
う

る
広
が
り
と
深
さ
を
増
し
て
き
て
い
る
こ
と

で
す
。

　
　

福
岡
同
友
会
で
は
、
2
0
1
1
年
か
ら

中
小
企
業
は
、経
済
を
牽
引
す
る
力
で
あ
り
、社
会
の
主
役
で
あ
る

中
小
企
業
憲
章
推
進
運
動

中
小
企
業
憲
章
と
は
？

な
ぜ
、
中
小
企
業
憲
章
が

日
本
に
必
要
な
の
か
？

同
友
会
は
実
践
の
中
か
ら

中
小
企
業
憲
章
を
求
め
て
き
た

代
表
理
事

中
小
企
業
憲
章
推
進
本
部
長

新し
ん
な
い内　

一か
ず
あ
き秋　

㈱
筑
紫
工
業

代
表
取
締
役（
南
支
部
）

福岡県内の理念型
中小企業振興条例の制定自治体

直方市 直方市中小企業振興条例 2012年

北九州市 北九州市中小企業振興条例 2014年

田川市 田川市中小企業振興基本条例 2015年

福岡県 福岡県中小企業振興条例 2015年

飯塚市 飯塚市中小企業振興基本条例 2016年

宮若市 宮若市中小企業振興条例 2017年

福岡市 福岡市中小企業振興条例 2017年
（改正）

嘉麻市 嘉麻市中小企業振興基本条例 2017年

川崎町 川崎町中小企業振興基本条例 2017年

福
岡
で
の
取
り
組
み

＊
注
1
…
21
世
紀
型
中
小
企
業
づ
く
り

　

�

第
１
に
、
自
社
の
存
在
意
義
を
改
め
て
問
い
直

す
と
と
も
に
、
社
会
的
使
命
感
に
燃
え
て
事
業

活
動
を
行
い
、
国
民
と
地
域
社
会
か
ら
の
信
頼

や
期
待
に
高
い
水
準
で
こ
た
え
ら
れ
る
企
業
。

第
２
に
、
社
員
の
創
意
や
自
主
性
が
十
分
に
発

揮
で
き
る
社
風
と
理
念
が
確
立
さ
れ
、
労
使
が

共
に
育
ち
あ
い
、
高
ま
り
あ
い
の
意
欲
に
燃
え
、

活
力
に
満
ち
た
豊
か
な
人
間
集
団
と
し
て
の
企

業
。

＊
注
２
…
金
融
ア
セ
ス
メ
ン
ト
法

　

�

担
保
主
義
や
連
帯
保
証
な
ど
金
融
機
関
と
借
り

手
側
の
取
引
慣
行
の
歪
み
を
是
正
し
、
中
小
企

業
と
地
域
金
融
機
関
の
共
存
共
栄
を
は
か
る
た

め
、
地
域
や
中
小
企
業
へ
円
滑
に
資
金
供
給
す

る
金
融
機
関
の
努
力
の
度
合
い
を
評
価
・
公
開

し
、
金
融
機
関
の
選
択
を
利
用
者
の
判
断
に
ゆ

だ
ね
る
仕
組
み
を
法
制
化
し
よ
う
と
い
う
も
の
。

中小企業憲章の必要性を説く同友会の活動

目指すべき中小企業像や
日本経済のあり方を
明らかにしてきた

地域の活路を見出す
地域づくり、仕事づくりを
実践している

福岡同友会の発信してきた
運動や考えが
全国へ広がっている

地域の人々が持つ
中小企業に対する認識を
変えてきた

13

4 2

「経営指針づくり」、「労使見解」をベースにした社
員教育活動、経営者の自己革新の推進、経営環境
改善活動など同友会の「３つの目的」の総合実践
として進めてきました。

新しい地域ビジネスモデルや政策モデルが同友会
運動の中から育ちつつあることによって、憲章を抽
象的な言葉ではなく、実践に裏付けられた先行事例
を示しながら提起できています。

共同求人活動、インターンシップ活動等を通して、
教育者や学生、父母の中小企業に対する正確な見
方と信頼を確かなものにすることの必要性を強く認
識してきました。

福岡同友会から発信された金融アセスメント法制定
運動の広がりにみられるように、同友会の政策・提
言内容とその実現をめざす運動が、国民的運動へ
と発展しています。
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２０１１年６月２１日
大震災からの復興と日本経済の成長は中小企業の力で
～中小企業憲章とは？～
講師／宮本 昭彦 氏  中小企業庁 事業環境部 企画課長
　
２０１２年６月１６日
考えてみませんか！地域に根ざす中小企業の役割を！
映画『ふるさとがえり』上映とパネルディスカッション

２０１３年６月２１日
私たちが動けば社会が変わる！私たちが社会の変革者に！
第１部　中小企業憲章について
講師／蓮井 智哉 氏 中小企業庁 事業環境部 企画課長
第２部　各地取り組み事例報告

〈行政〉村津 正祐 氏 直方市商工観光課工業振興係長
〈企業〉宮田 正一 氏 ㈱ミヤタ　専務取締役
　　　　　　　　　（長崎県中小企業家同友会）　
         富永 栄一郎 氏 ㈱富建 代表取締役副社長
　　　　　　　　　（長崎県中小企業家同友会）
　
２０１４年６月３０日
日本経済の回復は中小企業の理念実現化で！
～中小企業憲章の理念に基づく政策の具現化と

「小規模企業振興基本法」制定の意義～
講師／北川 慎介 氏 中小企業庁長官
　
２０１５年６月３０日
「中小企業振興基本条例はホントに必要？」
そんな疑問に答えます！
中小企業振興基本条例とは何か、なぜ制定をめざすのか！
講師／植田 浩史 氏 慶應義塾大学 経済学部教授
　
２０１６年６月３０日
中小企業がまちを暮らしを元気にする！
経営者が語る振興条例
～地域を元気にするのは、私たち中小企業～
講師／藤原 義春 氏 ㈱藤原電子工業 代表取締役
　　　　　　　　　（大阪府中小企業家同友会）

２０１７年６月２９日
地域に若者を残し育てる運動を！
～若者が地域から流出しないよう地域と共に教育運動を起こす～
激変する社会と教育における中小企業の役割
講師／橋本 堅二 氏
　　　経済産業省 経済産業政策局 産業人材政策室 室長補佐　

２０１８年６月１２日
「下町 町工場の挑戦！」
～地域とともに歩む中小企業～
講師／浜野 慶一 氏 ㈱浜野製作所 代表取締役
　　　　　　　　　（東京都中小企業家同友会）　

２０１９年６月１１日（開催予定）
「地元経済を創りなおす」
～いま、しなやかに立ち直る力を地域で育むには～
講師／枝廣 淳子 氏
　　　大学院大学至善館教授 ・ 幸せ経済社会研究所所長　　

中小企業憲章・条例推進月間学習会のあゆみ

　
今
回
の
取
材
は
㈱
ワ
イ
コ
ム
・
パ
ブ
リ
ッ

シ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
ズ
の
田
上
恭
由
さ
ん
を
訪

ね
ま
し
た
。

　

田
上
さ
ん
は
大
牟
田
市
で
生
ま
れ
、
父
親

の
転
勤
で
全
国
を
回
り
ま
す
。
高
校
・
大
学

と
福
岡
県
だ
っ
た
の
で
「
出
身
は
福
岡
で
す
」

と
答
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

地
元
経
済
誌
の
記
者
を
務
め
た
後
、
中
古

車
情
報
誌
の
出
版
社
に
移
り
、
編
集
長
や
シ

ス
テ
ム
担
当
と
し
て
活
動
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
田
上
さ
ん
が
開
発
し
た
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

に
よ
る
中
古
車
情
報
誌
編
集
シ
ス
テ
ム
は
当

時
と
し
て
は
日
本
初
で
、
フ
ル
デ
ジ
タ
ル
の

情
報
誌
を
出
版
し
ま
し
た
。

　

平
成
9
年
に
退
社
し
、
前
職
で
開
発
の
シ

ス
テ
ム
の
保
守
会
社
と
し
て
開
業
し
ま
し
た
。

開
発
・
販
売
し
た
ソ
フ
ト
の
保
守
の
需
要
が

あ
り
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
か
ら
投
資

を
受
け
、
上
場
を
め
ざ
し
て
翌
10
年
に
法
人

化
し
、
新
規
の
中
古
車
情
報
誌
の
創
刊
の
幸

運
で
業
績
は
順
調
に
伸
び
て
い
き
ま
し
た
。

　

名
刺
な
ど
を
プ
リ
ン
ト
し
て
い
く
ソ
フ
ト

も
世
に
先
駆
け
て
開
発
し
ま
し
た
が
、
あ
っ

と
い
う
間
に
マ
ネ
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
併
せ

て
中
古
車
検
索
ソ
フ
ト
に
不
具
合
が
発
生
し
、

大
き
な
赤
字
を
抱
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
16
年
、
社
員
は
11
人
か
ら
４
人
と
な
り
、

残
っ
た
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
ウ
ェ
ブ
制
作
に

事
業
転
換
を
図
り
ま
す
。
そ
こ
で
も
苦
戦
が

続
い
て
い
き
ま
す
。

毎
年
6
月
の
中
小
企
業
憲
章
・
条
例
推
進
月

間
に
学
習
会
を
開
催
し
て
（
詳
細
は
左
表
参

照
）、
中
小
企
業
憲
章
や
中
小
企
業
振
興
基

本
条
例
の
意
義
、
各
地
同
友
会
の
取
り
組
み

事
例
を
学
び
、
本
部
・
地
区
会
・
支
部
に
お

い
て
各
自
治
体
と
の
関
係
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

今
後
に
む
け
て

　

福
岡
県
内
で
は
、
福
岡
県
を
は
じ
め
と
し

て
9
自
治
体
で
理
念
型
の
中
小
企
業
振
興
条

例
が
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
に
お

い
て
は
、
経
済
産
業
省
や
中
小
企
業
庁
を
中

心
と
し
て
、
適
正
取
引
推
進
に
向
け
た
自
主

行
動
計
画
の
策
定
・
推
進
の
取
り
組
み
や
、

若
者
へ
の
様
々
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
取
り
組

み
等
、
確
実
に
広
が
り
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
憲
章
制
定
運
動
お
よ

び
憲
章
推
進
運
動
は
、
中
小
企
業
に
携
わ
る

多
く
の
人
々
と
国
民
に
お
い
て
、
中
小
企
業

の
歴
史
に
こ
れ
ま
で
決
し
て
生
ま
れ
て
こ
な

か
っ
た
日
本
経
済
の
将
来
像
を
描
く
強
力
な

動
機
に
な
っ
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
・
人

口
減
少
・
若
者
の
都
市
部
流
出
と
い
っ
た
問

題
を
抱
え
る
中
、
そ
れ
ら
の
運
動
は
国
民
に

改
め
て
中
小
企
業
に
つ
い
て
の
認
識
の
変
化

を
呼
び
お
こ
し
、
中
小
企
業
と
と
も
に
歩
む

と
い
う
新
し
い
希
望
を
告
げ
る
も
の
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
年
6
月
の
中
小
企
業
憲
章
・

条
例
推
進
月
間
の
学
習
会
（
6
月
11
日
㈫
）

で
は
、
注
目
の
本
『
地
元
経
済
を
創
り
な
お

す
』
の
著
者
、
枝
廣
淳
子
氏
（
大
学
院
大
学

至
善
館
教
授
）
を
講
師
に
お
迎
え
し
ま
す
。

地
域
か
ら
お
金
が
漏
れ
る
の
を
い
か
に
抑
え

る
か
と
い
う
「
地
域
内
循
環
」
を
知
り
、「
地

域
経
済
」
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら

よ
い
の
か
。
取
り
組
み
が
成
果
に
つ
な
が
る

ツ
ボ
は
ど
こ
な
の
か
、
そ
の
考
え
方
や
取
り

組
み
の
ヒ
ン
ト
を
聞
き
な
が
ら
、
人
口
減
少
、

駅
前
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
、
あ
き
ら
め
…
、
地

元
経
済
の
悪
循
環
を
断
ち
切
り
、
次
な
る
金

融
危
機
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
、
気
候
変
動
危

機
に
対
す
る
「
し
な
や
か
に
立
ち
直
る
力
」

（
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
）
を
地
域
で
育
む
に
は
ど
う

す
れ
ば
よ
い
の
か
、
中
小
企
業
経
営
者
だ
け

で
な
く
、
金
融
機
関
、
教
育
機
関
、
行
政
担

当
者
、
他
団
体
な
ど
多
く
の
地
域
の
み
な
さ

ん
と
学
び
、
実
践
課
題
を
見
出
す
学
習
会
を

開
催
し
ま
す
。
こ
れ
は
中
小
企
業
憲
章
の
精

神
を
具
現
化
す
る
ひ
と
つ
の
形
に
迫
る
も
の

で
す
。
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
へ
方
向
性

を
指
し
示
し
、
今
、
地
域
に
根
ざ
す
私
た
ち

が
、
ど
う
考
え
、
ど
う
取
り
組
む
か
が
問
わ

れ
て
い
ま
す
。

21 世紀型 自立型企業づくり

変
化
に
対
応
し

自
ら
成
長
す
る　

～
顧
客
の
要
望
の
本
質
を
見
極
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
業
の
発
展
に
貢
献
す
る
～

独
立
開
業

株
式
会
社
ワ
イ
コ
ム・

パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
ズ

田た
が
み上  

恭や
す
ゆ
き由 

氏

福
博
支
部

代
表
取
締
役

経
営
の
危
機
に
瀕
し
た
時
に
同
友
会
に
助
け
ら
れ
、

そ
し
て
同
友
会
の
た
め
に
尽
く
し
た
会
員
の
報
告
で
す
。

㈱ワイコム・
　パブリッシングシステムズ

1997年2月
福岡市博多区博多駅前3-6-12
オヌキ博多駅前ビル3F
092-415-1515
7名（うちパート・アルバイト・派遣3名）
http://www.ycomps.co.jp
反響が最大化するホームページの
改善企画･制作とWeｂや
販促勉強会を開催。

創 業
住 所

電 話
従業員数
HP-URL
事業概要

取
　
　
材
　
広
報
部
　
　
　

文
章
担
当
　
菅
原
　
　
弘（
東
支
部
）　
　
　

写
　
　
真
　
富
谷
　
正
弘（
玄
海
支
部
）

博
多
駅

㈱ワイコム・
パブリッシングシステムズ

博多口博多口

ANAクラウンプラザ
ホテル福岡
ANAクラウンプラザ
ホテル福岡

セブンイレブンセブンイレブン
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支
部
長
を
拝
命
し
ま
し
た
。
恩
返
し
の
意
味

合
い
も
含
め
て
忙
し
い
中
で
も
務
め
ま
し
た
。

自
社
の
業
績
は
こ
の
時
期
か
ら
黒
字
に
転
じ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
は
共
同
求
人
委
員
会
副
委
員
長
を

務
め
て
い
ま
す
。

　

支
部
長
時
代
の
広
島
で
行
わ
れ
た
中
同
協

の
定
時
総
会
で
の
こ
と
で
す
。
分
科
会
で

「
支
部
内
で
経
営
指
針
書
作
成
・
実
践
の
話

を
し
て
も
反
応
し
な
い
ん
で
す
よ
」
と
愚
痴

を
言
っ
た
と
こ
ろ
、
高
松
か
ら
参
加
の
経
営

者
か
ら
「
あ
な
た
が
率
先
し
て
や
れ
ば
い
い
」

と
喝
（
叱
咤
激
励
）
を
受
け
ま
し
た
。「
女
性

経
営
者
全
国
交
流
会
」
や
「
人
を
生
か
す
経

営
全
国
交
流
会
」
な
ど
全
国
大
会
に
積
極
的

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
新
卒
採
用
す
る
こ
と
で
会
社
が

伸
び
る
要
因
に
な
る
と
い
う
気
づ
き
が
あ
り
、

さ
っ
そ
く
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。
福

岡
市
で
新
卒
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
斡

旋
す
る
事
業
が
あ
り
、
４
年
生
を
１
名
受
け

入
れ
て
み
ま
し
た
。
優
秀
な
人
だ
っ
た
の
で
、

社
員
と
し
て
採
用
し
ま
し
た
が
、
３
年
た
た

ず
に
す
ぐ
に
退
社
し
て
い
き
ま
し
た
。「
経
営

指
針
書
を
基
に
選
考
基
準
を
明
確
に
す
べ
き

で
し
た
」
と
反
省
し
き
り
で
し
た
。
そ
の
後

共
同
求
人
で
の
学
び
を
活
か
し
て
、
合
同
企

業
説
明
会
か
ら
単
独
説
明
会
、
選
考
と
い
う

新
卒
採
用
の
王
道
の
流
れ
作
り
に
取
り
組
み
、

3
年
目
の
平
成
30
年
春
、
や
っ
と
採
用
で
き

ま
し
た
。
現
在
は
2
年
目
社
員
と
し
て
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ウ
チ
は
人
が
資
本
」
と
い
う
田
上
さ
ん
は

社
員
教
育
に
も
尽
力
し
ま
す
。
各
種
研
修
の

参
加
に
は
、
ポ
イ
ン
ト
を
付
け
て
年
間
獲
得

ポ
イ
ン
ト
を
ボ
ー
ナ
ス
に
反
映
さ
せ
て
い
ま

す
。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
繋
げ
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
で
き
る
限
り
の
新
卒
採
用
を
続
け

る
こ
と
で
、
持
続
と
発
展
で
き
る
体
制
を
固

め
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

  

働
き
甲
斐
の
あ
る
職
場
づ
く
り

　

取
材
の
最
後
に
田
上
さ
ん
の
考
え
る
自
立

型
企
業
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
し
た
。

　
「
社
員
が
働
き
甲
斐

を
感
じ
る
よ
う
に
努
め

て
い
ま
す
。
そ
れ
が
自

己
成
長
に
つ
な
が
り
、

自
立
型
企
業
に
な
っ
て

い
く
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
そ
の
た
め
に

は
、
ま
ず
売
り
上
げ
を

安
定
さ
せ
る
こ
と
で
す

ね
」

　

同
社
は
一
時
期
、
１

社
の
顧
客
で
売
上
の
9

割
を
占
め
て
い
ま
し
た

が
、
大
手
に
よ
る
買
収

で
一
気
に
売
上
が
0
に

な
っ
た
経
験
も
し
ま
し

た
。
現
在
で
は
、
取
引

先
を
多
数
作
る
こ
と
に

よ
り
、
売
上
げ
比
重
を

分
散
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
定
額
の
保
守
や
コ

ン
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
で
、

長
く
お
付
き
合
い
で
き

る
よ
う
に
し
て
、
売
上

の
安
定
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
企
業
の
社
会

的
責
任
と
し
て
、
納
税
・
雇
用
・
継
続
を
果

た
す
べ
く
、
良
い
会
社
づ
く
り
の
実
践
を
続

け
て
い
ま
す
。

　

取
材
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

  

同
友
会
の
棚
上
げ
会

　

田
上
さ
ん
は
同
友
会
に
は
創
業
間
も
な
い

頃
に
入
会
し
て
い
ま
し
た
が
、
２
年
で
退
会
。

平
成
19
年
に
改
め
て
福
博
支
部
に
入
会
し
ま

し
た
。
ウ
ェ
ブ
事
業
が
な
か
な
か
軌
道
に
乗

ら
な
い
頃
で
す
。

　

福
博
支
部
で
は
『
棚
上
げ
会
』
と
称
し
て
、

会
員
が
「
俎そ

じ
ょ
う上
の
鯉こ

い

」
状
態
と
な
っ
て
会
員

仲
間
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
質
問
や
意
見
を
受
け

る
と
い
う
会
が
あ
り
、
一
切
反
論
し
て
は
い

け
な
い
と
い
う
ル
ー
ル
で
、
田
上
さ
ん
も
さ

っ
そ
く
そ
の
『
ま

な
板
』
の
上
に
あ

が
り
ま
し
た
。

散
々
な
業
績
に

厳
し
い
意
見
が

飛
び
交
う
中
、

「
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

プ
セ
ミ
ナ
ー
を

開
い
て
は
ど
う

か
」
と
い
う
ア
ド

バ
イ
ス
が
あ
り
、

セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
た
と
こ
ろ
、

38
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
案
件
を
多
く

い
た
だ
き
「
潰
れ
ず
に
済
み
ま
し
た
」
と
当

時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

仕
事
が
増
え
て
い
く
一
方
で
今
度
は
資
金

繰
り
が
苦
し
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
は
３
カ
月
を
め
ど
に
作

成
し
て
い
き
ま
す
が
、
原
稿
や
デ
ー
タ
を
な

か
な
か
い
た
だ
け
な
い
ケ
ー
ス
が
出
て
き
ま

し
た
。

　
「
契
約
時
に
半
金
、
３
カ
月
た
っ
た
ら
残
り

半
金
を
も
ら
う
契
約
に
す
る
ん
で
す
よ
」
と
、

こ
こ
で
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
ま
し
た
。

「
そ
れ
で
ぐ
っ
と
資
金
繰
り
が
良
く
な
り
ま
し

た
ね
。
そ
ん
な
こ
と
も
知
ら
ず
に
経
営
し
た

ん
で
す
よ
」
と
苦
笑
い
の
田
上
さ
ん
で
す
。

  

機
を
見
る
に
敏

　

平
成
23
年
、
世
間
で
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

が
流
行
し
始
め
、
お
客
様
か
ら
の
依
頼
で
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
ア
ッ
プ
し
た
そ
の
様
子

の
写
真
を
見
た
人
か
ら
の
参
加
が
続
き
、
回

を
重
ね
る
こ
と
1
4
5
回
8
4
0
名
超
が
受

講
し
ま
し
た
。「
こ
れ
が
人
脈
形
成
に
つ
な
が

り
ま
し
た
」
と
田
上
さ
ん
。
事
務
所
内
に
は

参
加
者
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
写
真
が
壁
一
面
に

貼
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
世
の
中
の
変
化
に
機
敏
に
対

応
し
、
失
敗
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
顧
客
が

要
求
す
る
こ
と
を
追
究
し
て
い
き
ま
す
。
そ

れ
は
記
者
時
代
に
培
っ
た
聴
く
力
、
本
質
を

見
極
め
る
力
が
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
て
い

る
と
言
え
ま
す
。
そ
の
要
望
に
対
し
、
自
社

の
得
意
技
を
駆
使
し
て
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

同
社
の
使
命
「
顧
客
の
事
業
を
発
展
さ
せ

る
」
の
具
現
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

事
業
の
方
向
性
と
し
て
、

●�

ウ
ェ
ブ
戦
略
の
各
種
セ
ミ
ナ
ー
・
勉
強
会

の
開
催

●
ウ
ェ
ブ
販
売
促
進
の
コ
ン
サ
ル
・
企
画

●
Ｈ
Ｐ
の
企
画
・
制
作
・
保
守
・
運
営

●
シ
ス
テ
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
・
保
守

と
し
て
い
き
ま
し
た
。

  

自
社
の
強
み
を
活
か
し
て

　

中
小
企
業
の
Ｈ
Ｐ
を
作
る
と
、
ネ
ッ
ト
上

で
は
、
大
企
業
と
同
じ
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
て

戦
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
在
は
従
来
か
ら

の
販
促
や
集
客
サ
イ
ト
に
加
え
、
採
用
サ
イ

ト
の
引
き
合
い
が
増
え
た
と
言
い
ま
す
。
具

体
的
な
戦
略
と
し
て
は
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
や

S
N
S
の
他
、
採
用
サ
イ
ト
や
紙
媒
体
も
含

め
て
接
触
頻
度
を
高
め
、最
終
的
に
自
社
の

Ｈ
Ｐ
へ
誘
導
す
る
こ
と
と
、見
込
客
や
求
職
者

に
と
っ
て
、「
こ
ん
な
会
社
を
探
し
て
い
た
」

と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
コ
ン
テ
ン
ツ

を
作
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
き
ま
す
。

「
お
客
様
か
ら
売
り
上
げ
に
つ
な
が
っ
た
よ

と
お
言
葉
を
い
た
だ
く
の
が
一
番
の
励
み
な

ん
で
す
」
と
目
を
細
め
ま
す
。

　

Ｈ
Ｐ
の
業
者
は
多
い
の
で
す
が
、
や
め
て

い
く
業
者
も
多
い
の
も
事
実
で
、
せ
っ
か
く

作
っ
た
Ｈ
Ｐ
が
メ
ン
テ
で
き
ず
に
放
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
を
丁
寧
に
対
応
し
て
い
く

の
が
自
社
の
強
み
と
田
上
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

説
明
の
際
に
は
、
専
門
用
語
を
で
き
る
だ
け

使
わ
ず
、
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
と
意
志
の
疎
通
を
図
る
こ
と
に
努
め
て

い
ま
す
。

  

支
部
長
拝
命

　

田
上
さ
ん
は
平
成
25
年
～
26
年
度
に
福
博

21 世紀型 自立型企業づくり変化に対応し自ら成長する

同
友
会
の
仲
間
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

実
践
し
て
い
く
中
で
、案
件
が
増
え
、

資
金
繰
り
も
良
く
な
り
ま
し
た
。

9

社員のみなさんと

成文化された経営指針書

社内の様子

博多駅から歩いて10分の所に会社があります

社内の壁には使命と
経営理念が貼られています

8



働き方改革

5
日
間
の

年
次
有
給
休
暇
の

取
得
の
義
務
化

 

　

 　

週
所
定
労
働
日
数
が
4
日
の
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
も
3
年
半
勤
続
す
る
と
対
象
に
な
り
ま

す
。

池田社会保険労務士事務所　所長

　

池田宏子  （西支部）

今年4月1日から施行された「働き方改革」法。話題になっていますが、その内容とは？　
下の表に整理しました。赤い字のところが同友会の皆様に直接かかわる改正点です。

施行時期 該当法 　　内　　　　容

2019年4月

労働基準法

【義務】 5日間の年次有給休暇取得の義務化

― 高度プロフェッショナル制度の創設

― フレックスタイム制の精算期間　最長3ヶ月に

労働時間等   
設定改善法

【努力】 勤務間インターバル制度の導入促進

【義務】 労働時間の客観的把握

労働安全衛生法 【義務】 産業医・産業保健機能の強化（従業員50名以上）

2020年4月
労働基準法 【義務】

時間外労働の罰則付き上限規制
（ただし、建設業・自動車運転業・医師等は適用猶予）
(大企業は2019年4月適用済み）

労働者派遣法 【義務】 派遣労働者への待遇改善措置

2021年4月

雇用契約法 【義務】 雇用形態にかかわらない公正な待遇の確保

パートタイム労働法 【義務】 同一労働同一賃金
（大企業は2020年4月適用済み）

2023年4月 労働基準法 【義務】
月60時間を超える残業に対する割増賃金率引き上げ
25％→50％

（大企業は2010年4月適用済み）

　

 

　

付
与
し
た
日
か
ら
な
の
で
4
月
1
日
か
ら

1
年
間
と
は
限
ら
な
い
で
す
。
個
別
に
管
理

し
て
い
る
会
社
は
入
社
日
毎
に
付
与
日
が
違

う
の
で
管
理
が
大
変
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
例
え
ば
4
月
1
日
を
起
算
日
に

し
て
3
～
6
か
月
ご
と
に
取
得
状
況
を
把
握

し
、
不
足
が
ち
な
社
員
に
対
し
て
取
得
を
促

す
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
取

得
希
望
が
出
な
い
な
ら
、
取
得
希
望
日
を
聴

取
し
部
署
内
で
日
程
調
整
し
た
上
で
会
社
か

ら
時
季
指
定
し
、
社
員
の
同
意
を
得
て
取
得

し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
（
時
季
指
定
に
は
就

業
規
則
等
に
記
載
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
）。

そ
の
場
合
、
休
日
と
休
日
の
間
・
社
員
や
家

族
の
誕
生
日
・
結
婚
記
念
日
等
を
指
定
す
る

の
は
わ
か
り
や
す
く
て
良
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

有
給
休
暇
を
取
得
さ
せ
る
に
は
、
大
前
提

と
し
て
休
ん
で
も
ら
っ
て
構
わ
な
い
職
場
に

し
て
お
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
見
え
る
化
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
化
、
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
等

に
よ
り
仕
事
の
抱
え
込
み
を
防
ぎ
、
他
の
誰

か
が
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
の
が
最
適
な

方
法
で
す
。

　

日
本
の
労
働
者
の
有
給
休
暇
取
得
率
は
厚

生
労
働
省｢

就
労
条
件
総
合
調
査｣

に
よ
る

と
2
0
1
7
年
で
51

・

1
％
、
宿
泊
、
飲
食
、

卸
、
小
売
業
で
は
30
％
台
で
す
。
中
に
は
1

日
も
取
得
し
て
い
な
い
ツ
ワ
モ
ノ
も
か
な
り

い
ま
す
。
5
日
以
上
使
っ
て
い
る
社
員
は
手

間
い
ら
ず
あ
り
が
た
い
、
そ
う
思
え
る
職
場

に
し
ま
し
ょ
う
。

時
間
外
労
働
の

罰
則
付
き
上
限
規
制

　

現
在
の
残
業
時
間
の
上
限
は
、
原
則
と
し

て
月
45
時
間
・
年
3
6
0
時
間
で
す
が
、
時

間
外
労
働
・
休
日
労
働
に
関
す
る
労
使
協
定

（
36
協
定
）
で
特
別
条
項
を
定
め
る
と
実
質
は

年
6
ヶ
月
に
つ
い
て
は
制
限
な
し
の
状
態
で

し
た
。
こ
の
特
別
条
項
の
内
容
に
制
限
が
か

け
ら
れ
た
改
正
で
す
。

　

❶ 

原
則
の
45
時
間
超
は
年
6
ヶ
月
ま
で

　

❷ 

年
間
7
2
0
時
間
以
内

　

❸ 

単
月
1
0
0
時
間
以
内

　

❹ 

複
数
月
平
均
80
時
間
以
内

　
　

 

（
1
0
0
時
間
残
業
の
前
月
と
翌
月
は

　
　

 

60
時
間
以
内
で
な
い
と
い
け
な
い
）

　

こ
の
制
限
内
に
収
め
る
こ
と
に
汲
々
と
す

る
よ
う
で
は
大
変
！ 

3
年
後
は
60
時
間
超
の

残
業
の
割
増
率
が
50
％
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

は
も
う
会
社
の
存
続
に
か
か
わ
る
問
題
で
す
。

仕
事
を
今
一
度
見
直
し
、
無
駄
を
省
く
定
型

化
、
カ
イ
ゼ
ン
、
機
械
化
、
I
T
化
等
で
業

務
の
効
率
化
を
進
め
、
そ
し
て
何
よ
り
社
長

が
先
頭
に
立
ち
、
残
業
す
る
社
員
の
意
識
改

革
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。　

●
「
そ
の
仕
事
は
今
日
し
な
い
と
い
け
な
い

か
？
」▲

残
業
す
る
社
員
は
こ
こ
ま
で
こ
こ

ま
で
と
毎
日
残
業
す
る
。

●
「
そ
こ
ま
で
し
な
い
と
い
け
な
い
か
？
」

▲

過
剰
サ
ー
ビ
ス
で
は
な
い
か
。

●
「
自
分
ひ
と
り
で
し
な
い
と
い
け
な
い

か
？
」▲

他
の
人
に
頼
め
る
の
で
は
。

●
「
休
日
出
勤
し
て
終
わ
ら
せ
よ
う
」▲

残

業
な
ら
3
時
間
の
仕
事
が
休
日
だ
と
8
時
間

か
け
て
し
ま
う
。

　

会
社
も
残
業
を
し
た
こ
と
で
は
な
く
、
こ

な
し
た
仕
事
の
質
と
量
を
評
価
す
る
よ
う
に

す
る
と
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

人
手
不
足
と
嘆
く
方
が
多
い
で
す
。
昨
今

の
若
者
は
給
料
よ
り
も
休
み
、
残
業
よ
り
も

自
分
の
時
間
を
望
む
傾
向
が
強
い
で
す
。
働

き
や
す
い
職
場
は
働
き
た
い
職
場
に
な
る
近

道
で
す
。

　

最
後
に
罰
則
を
お
伝
え
し
ま
す
。
有
給
休

暇
5
日
以
上
取
得
に
違
反
し
た
と
き
は
対
象

労
働
者
1
人
に
つ
き
30
万
円
以
下
の
罰
金
、

時
間
外
労
働
の
上
限
に
違
反
し
た
場
合
の
罰

則
は
、
6
カ
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
30
万
円

以
下
の
罰
金
で
す
。

10
日
以
上
の

年
次
有
給
休
暇
が
付
与
さ
れ
る

労
働
者
が
対
象
（
図
参
照
）

2
0
1
9
年
4
月
～ 

そ
の
休
暇
を
付
与
し
た
日
か
ら

1
年
以
内
に
5
日
以
上
の
休
暇
を

取
得
さ
せ
る
こ
と

2
0
2
0
年
4
月
～ 

1

2

年次有給休暇付与日数

週所定
労働日数

勤　続　年　数

6ヶ月 1年　　
6ヵ月

2年　　
6ヵ月

3年　　
6ヵ月

4年　　
6ヵ月

5年　　
6ヵ月

6年6ヵ
月以上

5日以上 10日 11日 12日 14日 16日 18日 20日

4日 7日 8日 9日 10日 12日 13日 15日

3日 5日 6日 6日 8日 9日 10日 11日

2日 3日 4日 4日 5日 6日 6日 7日

1日 1日 2日 2日 2日 3日 3日 3日

働き方改革を
すすめるには

①年次有給休暇の取得義務化

②時間外労働の上限規制

● 取得状況の把握
● 取得を促す
● 業務の見える化、
　マニュアル化、
　ジョブローテーションで
　休める職場にする

● 残業時間の正確な管理
● 業務の効率化、見える化
● 情報の共有
● 社員の意識改革
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2018年度第11回理事会議事録
一般社団法人福岡県中小企業家同友会

（一部抜粋）

協議事項

報告事項

2018年度運動方針総括（案）・活動総括（案）、2019年度運動方針（案）・活動計画（案）
①2018年度運動方針総括（案）・活動総括（案）
　代表理事より2018年度運動方針総括（案）および活動総括（案）が提案され協議した。

②2019年度運動方針（案）・活動計画（案）
　代表理事より2019年度運動方針（案）・活動計画（案）が提案され協議した。
　⇒審議の結果、一部修正することを確認した上で承認された。
　その他、次年度は人を生かす経営の学習を正副代表理事会主催で開催することが報告された。
　勉強会は奇数月の理事会終了後に開催するため、支部長を中心に全ての支部からの参加が呼びかけられた。

会員及び会員企業の動き

表彰

経営革新計画承認企業 
2019年2月（県48件／うち同友会会員・企業1件）
・深町タイヤ販売㈱　深町　勝之 氏（かすや支部）
 〈テーマ〉超大型車両等にむけた
　　　　訪問型タイヤ交換サービスへの新規展開
※ 累計で福岡県全体では6,278件、会員企業は延べ453件

久留米 かがやくものづくり企業づくり事例集

ものづくり企業ＣＭ大賞（主催／あんしん財団・日刊工業新聞社）　
あんしん財団賞

・㈱東洋硬化　     小野賢太郎 氏（久留米支部）
・㈾若竹屋酒造場　林田　浩暢 氏（りょうちく支部）

・㈱上津役製作所　小林 正広 氏・貴島 昇 氏（ひびき支部）

４5名（出席率７0.3％）
光本智惠子（副代表理事）

出席
議長

２０１９年3月２７日（水）１４時３０分～１７時2０分
福岡県中小企業振興センター　202号会議室

日時
会場

理事会報告全文をe.doyuの文書管理（理事会報告-2018年度）に
アップしています。会員の方は閲覧できます。

2019年 月 日
水5 22 14：00開会

ＪＲ九州ステーションホテル小倉会  場

一般社団法人福岡県中小企業家同友会 
第57回定期総会記念講演

社員のために本当の社長になります！
～社員の声に気付かされた経営者の在り方と覚悟～

代表取締役  森山  賢 氏 （沖縄同友会）

報告者

森山社長は2代目で、母親の死をきっかけに、東京から帰郷し確執
のあった父の会社に入社。3年後に社長交代したが、目標達成の
阻害要因は社長だと社員全員から気づかされドン底に落ちる。こ
れを機に、『社員みんなのために、本当の社長になる』とみんなの
前で宣言することからチャレンジが始まった。それからわずか数年
で、年に数名、会社が全面的に社員をサポートし、いつか叶えたかっ
た社員の夢を叶えることができる企業にまでに成長している。

　東京から地元沖縄に戻って３年。父の会社を継承
し、社長に就任。目標に全然届かない。なぜだ。「社
長のせいだ。」
　全社員からNOを突き付けられた男は、「社員みん
なのために本当の社長になる」と本当のスタートを全
社員に誓う。それから七年。日本で一番大切にした
い会社大賞で審査委員会特別賞を受賞する会社を経
営する社長に生まれ変わった。社内に響き渡る朝礼
の声。やる気が目標達成につながる空気。個人の夢
と会社の夢がつながる自信。
　新しい時代「令和」が始まった「元年」だからこそ、
私たちの会社も大切にしたいと思われる会社に変わ
れるはず。そんなヒントが詰まった記念講演。ぜひ北
九州の地までおいでください。

報告者プロフィール

株式会社琉球補聴器

（一社）福岡県中小企業家同友会
理事・北九州地区会長　市丸　皓士

　　株式会社ピュアハーツ　代表取締役　島 佐代子（中央支部）

　
40
人
も
入
れ
ば
い
っ
ぱ
い
に
な
る
「
グ
リ
ル
カ

ジ
ン
」
と
い
う
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
洋
食
屋
さ
ん
で
、
中

央
支
部
の
3
月
「
同
友
会
を
知
る
会
」（
知
る
会
）

が
あ
り
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
を
8
名
お
迎
え
し
て
、
他

支
部
の
会
員
さ
ん
も
含
め
お
店
は
満
杯
と
な
り
、

熱
気
ム
ン
ム
ン
の
雰
囲
気
で
前
田
さ
ん
の
お
話
に

対
す
る
期
待
感
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
前
田
さ
ん
は
去
年
の
10
月
に
第
一
回
目
の
「
全

国
ク
ラ
ウ
ド
活
用
大
賞
」
総
務
大
臣
賞
を

國
重
総
務
大
臣
政
務
官
か
ら
直
々
に
授
与
さ
れ
た

凄
い
人
な
ん
で
す
。

　
「
全
国
ク
ラ
ウ
ド
活
用
大
賞
」
と
は
、
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
て
「
見
え
る
化
」
や
「
情
報

共
有
」
な
ど
を
す
る
こ
と
で
業
務
の
効
率
化
や
働

き
方
改
革
に
成
功
し
た
中
小
企
業
事
業
者
を
表
彰

す
る
も
の
で
す
。
厳
し
い
書
類
選
考
、
公
開
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
通
過
し
、
各
都
市
で
勝
ち
抜

い
た
中
小
企
業
10
社
が
全
国
大
会
へ
進
み
、
そ
の

中
か
ら
最
優
秀
事
例
に
選
ば
れ
た
の
が
前
田
さ
ん

の
会
社
で
す
。

　
前
田
さ
ん
の
会
社
は
共
同
住
宅
共
用
部
清
掃
が

主
な
仕
事
で
す
。
福
岡
を
拠
点
に
兵
庫
・
大
阪
・

埼
玉
・
宮
城
・
佐
賀
の
ス
タ
ッ
フ
が
全
部
で
85
名

い
ま
す
。
女
性
比
率
94
％
、
主
婦
率
92
％
（
子
ど

も
連
れ
で
も
O
K
）、
営
業
拠
点
は
す
べ
て
営
業

所
な
し
で
ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
し
た
ワ
ー
ク
ス
タ
イ

ル
の
実
践
中
。
朝
礼
も
動
画
配
信
、
報
告
書
は
チ

ャ
ッ
ト
、
お
客
さ
ん
も
働
く
人
も
ウ
ェ
ブ
を
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し
て
い
ま

す
。
そ
の
効
果
は
、
稼
働
地
域
数
11
倍
、
雇
用
者

数
・
雇
用
者
増
加
率
3
倍
、
清
掃
契
約
棟
数
7
倍
、

だ
そ
う
で
す
。
求
人
は
主
にFacebook

を
中
心

と
し
た
S
N
S
を
使
い
、
一
週
間
で
10
名
来
て
う

ち
5
名
採
用
し
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
、
人
手
不

足
の
今
の
ご
時
世
で
夢
の
よ
う
な
話
で
し
た
。

　
そ
ん
な
前
田
さ
ん
の
同
友
会
入
会
は
18
年
前
で
、

最
初
の
頃
は
ほ
ぼ
出
席
な
し
の
ユ
ー
レ
イ
会
員
。

変
わ
っ
た
の
は
7
年
前
に
中
央
支
部
の
支
部
長
に

就
任
し
て
か
ら
と
言
わ
れ
ま
す
。
最
初
の
頃
は
理

念
や
経
営
指
針
書
に
懐
疑
的
だ
っ
た
の
で
す
が
、

今
は
理
念
の
塊
の
よ
う
な
熱
い
社
長
で
す
。

　
今
回
の
知
る
会
に
参
加
さ
れ
た
経
営
者
の
皆
さ

ん
も
た
く
さ
ん
の
刺
激
や
、
こ
れ
か
ら
の
経
営
の

ヒ
ン
ト
を
も
ら
わ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
も
固
定
概
念
を
変
え
な
い
と
い
け
な
い
な
と
思

い
ま
し
た
。

報告者 ～ 株式会社お掃除でつくるやさしい未来　前田  雅史氏

3月11日（月）中央支部「同友会を知る会」に参加して

全国展開までの道のりと同友会

ものづくり・人づくり・地域づくり

固定概念にとらわれない理念を熱く語る前田さん

「知る会」会場は満員御礼
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2019年度   中小企業憲章・条例推進月間学習会

地元経済を創りなおす
～いま、しなやかに立ち直る力を地域で育むには～

　枝廣さんの書いた1冊の本に出会い、地域
データを活用し、地域からお金が漏れるのを
いかに抑えるかの「地域内循環」のことを知り
ました。

　

　その考え方や取り組みのヒントを聴きなが
ら、「好循環の地域づくり」のきっかけを見つ
けたいと思います。

2019年

終了後、懇親会を開催します。併せてご予定ください。
（参加費：約4,000円）

月 日火611 開会14：00
（受付開始13：30）
閉会17：30

福岡県中小企業振興センター
２階202会議室
福岡市博多区吉塚本町9番15号
℡：092-622-0011

会　場

地域経済循環や環境問題に関する講演、執筆、異業種勉強会
等の活動を通じて「伝えること、つなげること」で変化を創り、
しなやかに強く、幸せな未来の共創をめざす。北海道下川町
や島根県海士町等では、意志ある未来を描く地方創生と地元
経済を創りなおすプロジェクトにアドバイザーとしてかかわっ
ている。主な著訳書に『不都合な真実』『レジリエンスとは何
か－何があっても折れないこころ、暮らし、地域、社会をつくる』

『地元経済を創りなおす－分析・診断・対策』ほか多数。

報告者

枝廣 淳子 氏
大学院大学至善館教授・
幸せ経済社会研究所所長

「
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
」

「
何
と
か
し
よ
う
、変
え
て
い
こ
う
」

と
い
う
思
い
を
抱
い
て
い
る
方
、

自
分
た
ち
で
た
づ
な
を
握
れ
る

地
域
経
済
に
変
化
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う

▲

「地域経済」について
　どのように考えたらよいのか。

▲

取り組みが成果につながる
　ツボはどこなのか。

5 月 の 　 　 行事案内

福博支部、筑紫支部、かすや支部、北九州支部、ひびき支部、のおがた支部、田川支部の5月例会は第57回定期総会(北九州)に振替となります。

23 木 19：00～21：00 青年支部
5月例会

新ブロック対抗ボウリング大会
☎092-720-8101天神ラウンドワン 福岡市中央区天神2丁目6-12

高瀬　喜照 氏 株式会社高瀬金型　代表取締役　愛知同友会
平田　維英 氏 愛知中小企業家同友会　事務局長

天神ビル11号会議室 福岡市中央区天神2-12-1
川原　和代 氏 ヒューマン＆ヒューマン株式会社　取締役　南支部

28 火 18：30～21：00 南支部
5月例会

多田　直之 氏 平田税理士事務所　所長　南支部

新会員歓迎例会

「お客様の声を聞く仕組みづくり」の活用　パート２
福岡県中小企業振興センター 福岡市博多区吉塚本町9-15

28 火 FAST5月例会18：30～21：00

企業訪問例会
27 月 女性部5月例会

☎092-622-0011

ウィズ・ザ・スタイル福岡 福岡市博多区博多駅南1-9-18 ☎092-433-3900

大牟田市新栄町6-1 ☎0944-52-5285

森　茂博 氏 和新工業株式会社　代表取締役　筑紫支部

15 水 18：00～21：00 東支部
5月例会

経営者に必要な力。それは自己変革ではないでしょうか。わかっていても自分を変える
ことほど難しいことはありません。経営者は変わらなくてはならない！経営労働委員長
を経験し、企業変革支援プログラムを実践している森社長に自己変革についてご報告
いただきます。

自己変革こそ経営者の責任

天神ビル11階 福岡市中央区天神2-12-1 ☎0120-323-920
矢野　信一 氏 株式会社ミッツコーポレーション　代表取締役　西支部

16 木 18：30～21：00 西支部
5月例会

一連の度重なる試練に見舞われ倒産の危機に追い込まれる。それから約10年その会
社は倒産せずに休業、破産することもなく別会社を立ち上げ二年前に同友会に復帰。
その経緯と同友会に戻れたわけを報告していただきます。

わたしが同友会に戻れた理由（わけ）

みんくる 久留米市六ツ門町３-１１ ☎0942-30-9067
小野　賢太郎 氏 株式会社東洋硬化　代表取締役社長　久留米支部

17 金 18：30～20：30 久留米支部
5月例会

人材不足が深刻化する中、多くの企業が人材雇用に苦慮しています。人を守り、企業を
守る為に小野さんが行っていること、高齢従業員・若年従業員の気持ちに寄り添い、作
業環境の改善を行い、また多くの外国人を雇用し、どのように会社の戦力となるべく育
成しているのか、日本人従業員と軋轢を生まない為の取り組みや、日本人、外国人、分
け隔てなく福利厚生を充実させ従業員の立場に立った経営を目指そうとしている熱い
気持ちをご報告いただきます。

人を守り、企業を守る為に行っていること、これから行うこと

前田　雅史 氏 株式会社お掃除でつくるやさしい未来　代表取締役　中央支部

木 18：30～21：00 りょうちく支部
5月例会

社員がイキイキ働く職場づくり
☎0942-78-2308

働き方改革や、外国人労働者受入れ制度の規制緩和など、多様な働き方が求められて
いる時代となっておりますが、社員がイキイキと働く職場づくりをどう行えば良いの
か？ 今回は日頃の事業活動においてどの様にICTツールを使い、そしてそれがどうイ
キイキとした職場環境に繋がるのかを語っていただきます。

北野生涯学習センター本館 久留米市北野町中２７３-１
～ネット時代の理念共有～

16

～社長の夜逃げで気付いた社労士の必要性～
パドドゥ・ル・コトブキ 飯塚市片島1-7-62 ☎0948-22-5138
宮崎　健司 氏 宮崎健司社会保険労務士事務所　所長　飯塚支部

16 木 18：30～21：00 飯塚支部
5月例会

宮崎氏は、保険会社営業職・アパレル関係会社の経理を経て、社会保険労務士に。当
時の会社経理時代に経営不振、在庫の確保難、社員の相次ぐ退社、そして社長の夜逃
げ宣言。数々の難局に直面する中で社労士の必要性を感じ事務所を立ち上げること
に。当時の体験を期に、社員に対しての人事制度、評価制度、賃金評価を会社に導入
することで経営継続の可能性を引き出します。また今後の制度を活用した労使見解も
学び今後の経営に生かすことを勉強したいと思います。

社労士有効活用法

ウィズ・ザ・スタイル福岡 福岡市博多区博多駅南1-9-18 ☎092-433-3900
橘　信洋 氏 株式会社スクラムソフトウェア　代表取締役　福友支部

16 木 18：30～21：00 福友支部
5月例会

学びの実践から会社の成長へ

福岡市博多区吉塚本町9-15  2階 ☎092-622-0011
『あすなろ塾』は同友会における経営指針の基礎知識を学習する１日セミナーです。
当日は、経営指針の全体像の理解、経営理念の作成を目標に参加していただきます。
※申込期限5月15日（水）です。※5月16日（木）以降のキャンセルは、キャンセル料
をいただきます。また、定員に達した場合は早めに締め切ることがございます。

5月18日（土） 9：15～18：00
福岡県中小企業振興センター ホール

～ファーストシートで見通す企業の将来～

～企業変革支援プログラムで良い会社に導こう！～

天神ビル11階 福岡市中央区天神2-12-1 ☎0120-323-920
富永　一也 氏 経営デザインコンサルティング　代表者　博多支部

10年後の自分はこの一枚の紙から
21 火 18：30～21：00

博多支部
5月例会

火 18：00～20：00
ソーシャルビジネス委員会

5月例会7

えるる 中研修室
同友会とは？ 

観光を地域と繋ぐ空き家再生プロジェクト

14 火 18：30～20：15 大牟田支部
5月例会

福岡市博多区上川端町9-35冷泉荘1階多目的スペース

５月例会は新内代表理事に同友会とは？をテーマにご報告いただきます。新年度のス
タートにあたり同友会活動・運動の神髄を学び、同友会の目指す運動への理解を深
め、これからの活動に生かしていく例会です。

新内　一秋 氏 株式会社筑紫工業　代表取締役　南支部

加藤　潤 氏 NPO法人頴娃おこそ会　観光プロジェクトリーダー

新会員の皆さまとより早く、より深く、懇親を深めるためにも、新会員の方々仕事内容、
入会のきっかけ、現在の悩みなど、一人ずつプレゼンしていただき、他の会員みんなで
共有し、悩みの解決やアドバイスをしていく場を作りたいと思います。

報告者：2018年度 新会員の方々
都久志会館 福岡市中央区天神4-8-10

21 火 18：30～21：00 玄海支部
5月例会

新会員とより知り合おう！
☎092-741-3335

株式会社まちのえき　代表取締役　糸島支部
有限会社プティール倶楽部伊都国　糸島支部小島　浩平 氏

草野　　将 氏

株式会社プリミティブ・ドライブ　代表取締役　のおがた支部徳永 眞木子  氏
株式会社プリミティブ・ドライブ   専務富山　 英児  氏

前原公民館 大会議室 糸島市前原東2-2-5

21 火 18：30～21：00 糸島支部
5月例会

同友会を知る会
☎092-322-2481

あすなろ塾福岡地区

福岡市博多区吉塚本町9-15 ☎092-622-0011

年100名増を続ける愛知の取り組みと増強への考え方を学びます。

5月29日（水） 18：00～21：00
福岡県中小企業振興センター202

全県仲間づくり研修会

お申し込み、お問合せは、e.doyu もしくは、同友会事務局まで
お願いします。お知り合いの方を誘って、是非ご参加ください。

無料
参加費
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福岡同友会

片付けとは何をすることでしょうか

イエノコト㈱では片づけを
以下のように定義します。

●（狭義）片づけとは、
    物を元の場所に戻す作業である

●（広義）片づけとは、
     暮らしの環全体の仕組みを作り、
     かつそれを維持し続ける作業である

片付けの3原則

原則その１ 原則その2 原則その3

イエノコト株式会社
代表取締役　淀川   洋子（筑紫支部）

イエノコト株式会社 

イエノコトモデルルーム

福岡県太宰府市通古賀５丁目２-３
10:00～17：00（水曜定休日）

お電話でのお問合せ

内側の環の中で、もっとも滞
りやすい作業が 「元の場所に
戻す」 です。 そのため定位置
は 「物を置く場所」と簡単に
考えず、「元に戻しやすい場
所」にします。

把握しにくいのが量です。 必要な最低
限の物の量はわかりやすいですが、ちょ
うどいい量はわかりにくく、全体を捉え
にくいものです。 ですから実際にまわし
ている量を「ちょうどいい量」と考えま
す。 いったんまわすことをやめたら、「し
まう場」にすべて入る量だと考えます。

暮らしの環全体で、もっとも陥りやすいのが
「捨てる」です。 ですから、 「暮らしの環をま

わすエンジン」だと考えます。 捨てるエンジ
ンが動き続ければ、暮らしの環はまわり続
けるでしょう。 暮らしの環から物を出してい
くには、自然な欲求に逆らう面があります。 
物を手放すこと、公共のルールに則するこ
となどです。

定位置 ＝ 元に戻す場所 定　量 ＝ まわせる量 捨てる ＝ 暮らしのエンジンをまわす

① 大きく分ける
　（細かく分けない）
② 動作をする場所にする
③ ワンアクションで
　 戻せるようにする
④ 一時置き場も定位置と
　 して設定する

① 「今使ってる量」を
　 「ちょうどいい量」とする
② ストックの基本は
　 「使いかけ+ストック1」
③ 「定量」＝「枠を維持する」
　 と考える

① 「使えるけれど使わない物」
　 を追い出す
② 「使いきる」ルールを作る
③ 「買う」ことと対で考える

0120-200-789

使う場

戻す

暮
ら
し
の
環

使う

買う

しまう場

捨てる

イエノコト㈱では毎月の講座の中で「片付け」について
分かりやすく説明いたしております。
ホームページの講座の予定表を覗いてみてください。

https://ienokoto.jp/

Point!
Point!

Point!

片付けビフォー

片付けアフター

Voice会員からの投稿


